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一著しく多いことと脆いこととであ孔脆いことは

・探掘加工に便であるばかりでなく鑛廉の成因にも

駒係があるらしく硬さによって晶質が左右される

場合もある。

　以上の三種類の陶石が如何、一る醐係にあるかは

詳でないが・囲ノ上山択晶谷ペグマタイトの周遼

部に於ける細粒文象ペグマタイト及び三雲騨附近

百枚谷陶石山に於けるアプライト質陶石と花鵠岩

の接鰯部に於ける文象ペグマタイトの成生より考

べると第三型も或程度ペグマタイト成生の影響を

授けたものといふことが出來乱
　第二型の中粒質のものは南矧附近及ぴ石倉附近

撤

の探掘場の花闇岩中に細戯のペグマタイト又は晶

洞を塵汰がら件ぶことから見てこの繭のものもペ

グマタイト作用の影響を著しく受けたものでおる
と云ひ得る。

　これら陶石鑑床の花騨岩中に於ける分布状態は

四ノ．ヒ山花蝿岩塊を一つの地質學的車元として研

究することに一よって明らかにされ搏ることであ

る。かやうに考へるとき今まで主として地理的事

情にの碁左右されて来た此の地域の陶石探掘事業

が，今僕は岩石地質學的方法で未開襲の鑛床を見

出すことによって護展することが期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　（早糧一一）
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　柵1⊥縣細川のほとり，龍門山のみかん畑の頂

．上に，「じしやく石」と云ふ大きな岩石がある。峠

言で爽だ旅人が。方角を見る爲に，一懐中牟ら磁石

・を取り閉して見ると，磁石が狂ひ，必ず道をあや

まって塾ふ，と云ぶことを恩師松山先生からお聞

きしたので，英調査に打ってみると・此のrしし

一やく石」は蜷紋岩であった。而も之q石は非常に

糧く磁化しておら，之れが附近に大きな磁氣異常

を起し，それによって磁石の針が北を宿さなくな

り，旗人をまよわせてゐたのであると者へられ
、た。

　こんな現象は何も珍らしい事ではなく・地球上

いたる豚に護見しうる事であって，安山岩や，玄

武岩には非常に顕著に磁石になっているものがあ
る〇

　三原山の火山揮が磁石になっていたり，叉熔岩

流が磁化していたりするのは，すでに以前から瞬

発せられている。叉此の磁性め藪生の原因も主と

して熱残留磁氣といって，地下から噴出したり，

流れ申したりした熔岩か地表で冷えて固まる時に

地球の磁場の方向に磁化されるのであると云ふ事

も近頃明かにされ㍍云は度人間に名繭がつけら

れる穣に，岩石にも生れた時につけられた磁性
（氏姓）があって．・英の附磁の方向，勘ち負極を

正極に結ぶ方向は，丁度岩石が冷却して，附磁
。されつっあった時の，地磁氣の方向に一致してい

るのであって・地磁氣こそは之め磁性のr名附け

の親」であると表へるのである。

　この様な事費が明かとなって架る一面に，芝の

磁性を測定する器械が改廃進歩され，ほんの少し

の磁性でも測定が出來る様な感度の鋭い器械が製

作されて，筆に安山岩や玄武岩の戯な彊い磁性の

ある石だ汐ではなく，どんな岩石でも英の磁性の

方向を知る事が弐第に可能となつて來た。

　こうした測定をして見ると岩石が幽來た醇に得

た磁性や，それ以後に饗化した模様。即ち英の石の

趣て來た履歴を器械で護な事が出來るのであ孔

　又最近わかった事であるが，石だけではなく，

丹波蟻や備酌蟻の様な陶器にも磁性がある事がわ

一がったのであるが・之れも陶器が鎗かれて，冷え

る時に地球の磁場によって附けられたものであら
う。

　芝の嬢な興味ある研究は，晋か函では松山基準

先生が初めて玄武岩の磁性に騎ナる研究で世界の

學界に大いに注意を喚起された事を初めとし，そ

れ以後・東京大學の永田氏致髭，東北大學の加
藤愛雄教授が基本的な研究を還付された。最近は

局じく東北大學の加藤磐雌助数援が注目すべき研

究を護表された。叉外国では，己にフランスのシ

ュパリヱやメルガソトソの研究がおり，つkいて

ドイジのケーニヒスベルガーが墓蘭拘な研究を行

ひ，岩石の磁性に關する研究は大いに蓮歩した．

一方少し後れセァメリカに於て，リ1ハン．一マク

ニッシユ等が活氣ある製表を次して地質學及ぴ地

球物理學に大に貢献したのである。私共の賓験室

でほ，理論地質撃の創設者松山基範先生の遺業を

つぎ，岩石の磁性に關する學界の進歩に鑑みて，

之れを襲展せしむべく努力を沸ってい．孔

　火成岩のみならず，水成岩にも，磁性がちると一

云ふ事が護表されたのはすでに十年も前の事であ

った。之れは資に劃期的な提言であって，岩石の

磁性の研究が魔く地質學に臓用され鎌を一する問題

をはらむ重大なる研究でちつた・

　それでは，どうして水成岩が磁石になったかと

云ふと・静かな海に塵から趨ばれて來た砂粒か沈

積する時に，これ等の中で特に強く磁石になって

いるものは，ただ上から一下へ，重力の作用によっ

て，ふらりふらりと落ちて行くだけではなく，落

下の途次に地球の磁場の作用によって，砂粒の磁

軸が，地球磁場の方向に一致するまで・まわって

沈積するらしいと云ぶのである。

　水成岩は御承知の如く，厚い堆積をしているも

のがある。そして此の堆穣に婁した時間もかなり

長いものがあ孔之の長年月の間に地球の磁場が
何の饗化もしない．で常に一定であったとは者へら

れない。必ずいくらかの製化はあった事てあら



5oそこで醐二述べた様に，もし堆積物質の磁軸

が，堆積営時の地磁窮の方向と一致してゐたと云

ふ僚定を置くならば，晩の厚い地形より円柱を切

り出し，更にそれを，丁度銀貨の穣に，上から下

へ何枚もの円板に藏って，英の各々．の磁性方位を

決定したならば，音の地磁氣の鐘1化の様子が知れ

るわけである。昔の地磁霜ρ様子を知る爲には，

日シドンやパリーにある地磁霜観測所の過去の記一

銭を辿る他1こ方法はなかったが・それとても，せ

一いせい百年前までの話であって，それ以前の事は

不明である。

　アメリカのマクニッシユは五大の氷威風につ

1いて上記の研究をなした。水成暦は御承知の通り

丁度植物の年輪の穣に，推積物の粒度に疎密があ

って，一年毎の推穣が明瞭に判別し5るものであ

って・一年に一周づム測定が行はれたのと同じ結

果となり・費に面白い研究であった。こうした實

験が行はれれば，地磁氣と云ぶものは何も観測所

にのみ記録さ机，保存されているのではなく，大

自然の作った．r堆積瑚厨」と云ふ、歴史の慶雀の申

．こ，明瞭且正確にブ田ソトされているのである。

　マクニッシユの芝の研究は，アメリカの地球物

一理學曾を刺激し，遂に太平洋底に堆積する泥の採

集を行ひ・英の帯磁の方向を決定しやうとする大

きな試みにまで襲展し一た。

　さて太竿洋の各地騒・に於て上言己の測定をする爲

一には，環太平洋諸国の理解と協力とが是非とも必

要であ乱特に太雫洋は曾て日米の軍事的利害の
・存する訴であって，南洋群島にアメリカの観測般

」が出入するだけでも，紛箏を引き起すおそれがあ

・った。それで鴬時アバカに潜在中の松山先生を

．通じて日本海軍の内諸を得てくれとの申し込みが

あったのであるが，運悪くも第二衣世界大戦が始

まり，此の企は取り止めとなってしまったのであ
。る。

　今にして者へれば，苦々地質學や地球物理學を

、歳す者にとっては，正に世期の恨事であった。著

し此の研究がなされてゐたならぱ，五大湖の穣

地球上の一小都分に於でのみ測定が行はれるので

はなく，太平洋と云ふ，殆んど地球全表面の牛ぱ

を占める度い地域での地磁氣の愛化が知れる見込

があつ’て，これこそ地磁窺の研究には重大な意味

をもつ仕事であった。

　ついでながら，湖底や，大洋底の資料の採集法

一について一言，言及して置こ㌔

　堆積物の採集にはピまット砲と云ふ一・一種の大砲

が使用される・とれは二重の管よりなる大砲であ

って，火藥のカによって内側の管か飛び出し・唯

一積物につきさ．さり，目的物を内管にとらへる穣に

仕かけをレたもので，先ずピゴツト砲が海底に下

され，火薬に融火される前に，芝の大砲の置かれ

た方位が正確に知れる穣になってゐるから，採集

した費斜が，海底にあつた時の・位置及方位を正

確に知る事が出来るのである・

　とも角，アメリカ人は，．魑用の上手な国民であ
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ろ。學理は必らす之を資際に麟用しよ5とする。

岩石の磁性も叉，石油開講と云ふ駿な，・費際の嬢

用に向っ（進まうとするのである。

　地下に於ける地腰の走向と側斜を測定する事か

出来れば石油の存在する背斜構遣を駿見する事は

容易であるが，残念ながら地下五葛米や千米もの

深い所に埋れてゐる地暦に，クリノメーターを當

ててみると云ふ事ば出來ない。

　ところか，石油井のポ1リングが行はれる時に
出て來る岩芯は地下の地歴の一部分であって習々

の求め縛る唯一の地下のモデルである沙れど屯，

この岩芯の成暦面は目に見えても，それが岩芯と

して取出される前に地下に於て，どんな方位に置

かれてゐたかと云ふ事は金く鉤鐵出来次い。はっ

きり分るものは上下の厚別のみである。したがっ

て岩芯から，馳暦面はこれであると，はつきらわ

かって，クリノメ’ターを営てる事が出來ても，

結局，地下に於ける地歴の走向と傾斜が知り得な

。い。そこで之の，パラパラになってゐる岩芯をもと

の位置に置く爲に，岩石の磁性方位を利用したの

である。

　岩石の一一部分である岩芯を取って來て測定を行

へば，水成岩は前述の通り，皆堆積當時の地磁葉

の方位に磁石になってゐるのであるから，岩芯に

はどれでも皆一定方向に「しるし」が附いている

のと同じである。それでこの「しるし」を頼りに

バラバラになつた岩芯を上から下へつなぎ合す事

が出來よう・と云ふわけである。

　ここで一寸注意すべき一間題がある。それは堆積

岩桂から，音の地磁気の饗化を研究した事はすで

に前に述べたが，岩芯の方位を決定する時には，

この地磁氣の時による愛化は直接の誤差となって

あらはれるわけである。所が最近＊國のヴアクア

　イヤー氏は現在の地磁気の感瞳を巧みに利用して

岩芯の方向を決定する方法を提案している。

　とも角之の岩芯方位の決定は，所謂C0エ。　Ori・

e皿t乱ti0皿の問題であって，石油資源の開駿には重

要なる一部門となってゐる。　Co爬O1iohtati㎝の

爲に，特別に機械を作って，沸戸の側繭の岩石を

英の位置を蟹べないで，そのまL探り出す穣に工

員を・した人もあるが・岩石の磁性を莉用する方法

は，劉こ舞溝酌見地からだけではなく，學間的な

問題を提供したと云ふ艶で，重要なる仕事であっ

た．芝の仕事を塗付した人は，アメリカのリント

ン氏であった。彼は特別に注意を沸って・磁氣的

な曖観から遮蔽された賛験室に，高感度をもてる

「無定位磁力計」をすえつけ實験を打つだ。もと

もと水成岩に磁性があると云っても・英の彊さは

非常に小さく，それ故に芝の磁性を測定する爲に

は，特に感度を上げた器械でないと駄目である。

感度を上げれば上げる程・習院は困難になる。そ

れは被測定資料による磁力の他に，たとへば饗藤

童に使用する直流電流とか，電車の電流の爲めに

生ずる磁力が芝の無定位磁力計に影響を興へて，

繭足なる結果宇出す事が囲來ない。時に京都大寧
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の私達の資験室は市の電車道路に近いので，市電

の影響による妨害を受ける事が甚しい。

　さセ叉話を火成岩にもどすのでおるが，現在ま

でに多くの人々によって，日本背地の火成岩につ

いて測定が行はれてゐるが，これ等の磁性方位は

現在の地磁氣の方位と激しく異ってゐるものが多

㌧・o

　これは音の地磁氣自身か現在の地磁氣と英の方

位を異にしてゐた爲めか，或は叉，地殻の運動に

よ・・るものか，よく分らない問題である。

　私達の測定を’したものの中にも見られるのであ

るか，現在の地磁気の方位とは丁度肝反鐵に磁化

されてゐると云ふ極端たものも多．く存在する・我

々は青森縣東榮鑛1」』でこんな岩石のトでは鉛直磁

力異常が負となる事も見出しておる。

　この様に極端なものに謝して，弐の如く二りの

原因が者へられる。螂ち（1）芝の石が附磁された

時の地磁氣の方向が，現在のそれと較べて，逆に

なってゐたのであらうと云ふ考へ方と，（2）地磁

氣の方には，たとへ小為の饗化があってむ上に

述べた様に正反勤になっていたと云ふ巌な大き
癒鍵化はなく，ただ試割を含む岩石全彊が。大き

な地鍵動の爲に，磁石になったまムで，クルリと

孚固鱒をなてし現在にいたったのではないであ．ら

5か．と云ふ二つの考へ方である。

　岩石の磁性の研究は，芝の二つの大きな問題を

節にして・ハタと立ち止らざるを得ない。

　1割1ち岩石の磁性は，地質時代の地磁霜②問題と

すべきか，或は地質時代の地殻饗動の蘭題とすべ

きかといふ分岐蜘こ直面する穣に思へる。燃しこ

の見方は両極端であって，現在岩石の持つ磁氣の

カ南の原因は，両者の何れにもあると見るが眞理

であらうと思はれる〇
　一臥圭．に岩石の磁性の問題と・地質時代の地磁気

の問題を含む地球磁氣學と，地質時代の地殻饗
動を論ずる地質學とは三着用依って各々が進展す

一報

ぺき事が豫想されるのである。

　岩石の磁性の研究には今後地質時代の地磁気と

いふ用語が度々出てくるので，之れを古地磁気
P丑100900m皿9uOti旦mといふ言葉で表現したい。

之れは地質時代の地理を古地理Pa1e09e09mPby
と云ふのと同じ意味である。

　上で言ひ落したが，地駿鍵動の影響の申には，

之れによる魅力が岩石の磁性に及ぼす事をも考慮’

して置くべきで，之れは己に米国のパイラ1ノド玩一

が指適しておる事である。

　今假りに，地質學のみに問題を限定して者へで

も，岩石の磁性方位を媒介する懸用の範園は漉犬

なるものがある。

　先っ者へられる事は，火成岩には化石の存在が
ゆるさカない事である。これは火成岩目身の研究

を遅らせる事甚だしいものがあった。火成岩には

なるほど化石はないが，しかし磁性方位が存在し

てみる・あたかも皿ヨエ軸M蛆kの様に。

　時代の異る火成岩の磁憧方位は互に相異なる場
合が非常に多い。‘芝の事蟹は岩石學に叉鑛床學に

懸用され得る余馳かあり，火成岩の勤比の問題を

ほらむ重要なる事宣である。
　更に叉，火成岩にほ一本威岩に見られるが如き’

明らかな走向と傾斜が存在しない。それ故禰曲や

麟暦による火成岩の連動を知り得ない。ところが．

火成岩の磁性方位は，走向と傾斜に替る新らしい

指標一となり，之れによって火成岩の運動を論じ得．

る可能性を持つものである。この原理は走向傾斜

の認め難い水成岩についても同様にあてはまる。

rじしやく石」は今や云ひつたへや叉は特定の岩石

につけられた個有名詞ではなくなった。搬捉1＝の

ほとんどすべての石は，多かれ少かれrじしやく
石」となってゐる。預淀する器械の精度か向上す

るにつれて，この磁石の存在が魔く全岩石に見出

される蟻になつた事は地質學と地球物理學にとっ
て嬉しい事柄である。（態谷直一，川井画人〕

京都府下に於ける褐簾石の新産地

　筆者等は昭和23年11月事都府峰山町近域の花開

岩及び英の中に分布するペグマタイト調査目的で

5日間旅行したが英の際可なり多量の褐簾石を件

5ペグマタイトを譲見することか出來たのは意外

の牧穫であった。該花崩岩は北は竹野郡南は與謝

郡に五って魔く分布するが特に峰山町近域中には

小規模のペグマタイト腺が多く存在するようであ

る。該岩域の恰も西縁に位する中郡五箇村大呂に

存在するペグマタイトには昭稗十三年繁着の一人

囲久保がフェルグソン石及ジルコンを襲見し英の

鑛物學的研究の一班は己に報告したので魔く知ら

れているものである。期蟹の稀元素鑛物を伴うこ

とは濁り大呂のペグマタイトに限らず此の岩城中

に分布する多くの同源のペグマタイトにも宮然期

待せられ得るのであって此の匿載のペグマタイト

を糟し調査してみや5といふことは橡て企圖し
ていたところであったが機を得ず荏薄今日に至っ

たのである。調査の當初に十年前の壊しの大呂の

ペグマタイトを訪れたのであるが，偶ミ同行せら

れた中部三重村五十河中學絞の岡田氏に嘗て長石

或は石英を探掘したことのあるといふベグマ汐イ

ドの場所藪ケ所を聞いたので順茨それを見たので

奉るが英の中ニケ所のペグマタイトに於て鵜簾石

を譲見した。然し期待していた稀土光繋のニオブ

及タンタル酸麗鑛物は見出さなかったので茎孔
莫の内の一ケ腕ま中部三重村字谷内で宮津線局大

野騨の南方凡そ2粁余の地鞘であ孔口大野から
上山田に通ず街道を南下し相狭る谷間に曾って東

に曲る魔で谷間に面する北側に通構石山と呼ばれ

急峻に屹立する花樹岩の山がある。英の山の南斜・


